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　父の突然の死から23歳で家業（建築業）を引
き続ぎ8年目を迎えた頃から原因不明の40度を
超える発熱が出始め、満足に仕事が出来ない状況
に陥りました。様々な治療を試みても症状が改善
することはなく、知人から半ば強制的に受けさせ
られた心理的なセミナーの後、まったく熱が出な
くなりました。セミナーの中で今までの自分の生
き方や考え方に気づいただけの結果です。それを
契機に家業を辞め新たな生き方を模索すること
にしました。
　アメリカの歯科医療コンサルタントから「予防

（口腔ケア）を徹底すれば、患者は増え経営は安
定する」と指導を受け、その場に居合わせた歯科
関係者は、内容のシンプルさに驚き、根底にある
思いに、仕事への使命感を感じ、やりがいを見い
だしていました。
　その頃の日本人の口腔内の状態は、DMFT指数*
は高く、歯周病が蔓延していました。予防の為に
自費で定期的に歯科医院に通う習慣を持つ人は
まれでした（疾病保険で定期検診はできません）。
　一方歯科医院の方では、予防の必要性は理解し
ていても目の前の治療が精一杯で、患者教育に時
間を割く余裕もありませんでした。幸いなことに
同じ環境下でも負担を覚悟で予防（口腔ケア）に
取り組み、多くの患者の健康に貢献しつつ持続的

ごあいさつ

な経営を可能にしている歯科医院が出始めました。
　健康な口腔状態を維持するにはセルフケアと適
切なプロケアを徹底する必要があります。その為に
患者の自立性を高める教育に取り組み、双方に負担
のない方法を構築することで、患者は自らの健康を
守る為に自らの意思で、不具合や痛みがなくとも歯
科医院に定期的に通い始めます。患者の口腔内は健
全な状態に保たれ、生涯自分の歯で暮らすことが可
能となり、その結果患者が増え続け経営が安定しま
す。そこには患者と医師の健康への熱い思いが大き
く関わっています。
　「口は健康の入り口です」。歯科では健康を維持
することが可能となりました。医療の目的は病を根
絶することです。しかし医学が進歩しても病は根絶
できていません。日本WHO協会の役割は、予防の
徹底やセルフケアの重要性を伝え、病にならない為
の知恵を人々に周知する事です。コロナ禍で医療や
薬に恐れや不信感持った人々がかなり増えた今こ
そ、グローバルヘルスケアを提唱する協会の存在価
値が問われる時です。全ての医療関係者と全ての人
々が共に「病にならない」効果的な方法を構築し実
践しましょう。手遅れになる前に。
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＊DMFT指数とは、虫歯を経験した歯の数を意味する歯科学の用語です。「Ｄ」decayed（むし歯）「Ｍ」missing（抜去された）
「Ｆ」filled（充填された）「Ｔ」teeth（歯）という意味があり、今まで虫歯を経験した歯の数を示します。
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